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一〓-■一■■一■一-ll-〓〓一本書は,アジア経済研究所がアセアン諸国に駐在

する研究所職員 と各国の研究者 ･専門家 との間で実

施した共同研究プロジェクト,すなわち,各国の経済

開発とそれに関連する諸問題を研究す る ｢ASEAN

等経済開発政策現地研究｣事業に対する最初の報告

書である｡タイに関する本書 (ASEAN 等現地研

究シリーズ No.1)は1988年 3月の出版,フィリピ

ンに関する報告書 (同シリーズ No.2)は同年 9月

の出版 となっている｡インドネシアに関する同事業

の研究成果は来年度の出版予定とされている｡報告

書は英語版1) と日本語版の2種類でほは同時出版さ

れているが,ここでは, 日本語版を対象にして日本

語による書評を試みることにする｡

タイは NIC(新興工業国)の入口に到達し,NIC

-の転換的局面を通過しつつある｡かつてはタイと

並ぶか或いは一歩先んじていると思われたフィリピ

ンは,マルコス体制の後遺症を蒐服し,経済活動を

正常な軌道に乗せるべ く,今なお多方面の構造調整

を必要 としている｡他方,石油輸出国のインドネシ

アは,1983年来の長期にわたる原油価格低迷に直面

し,非石油部門に リー ドされた経済発展 の道 を模

索,それに半は成功しつつあるように見える｡この

ように,タイ ･フィリピン ･インドネシア各国は,

現在,それぞれが独自の,真剣な政策的対応を必要

とする局面を経つつある｡その意味で,各国の経済

発展とそれに関連する諮問者を開発政策の視点から

展望し,政策提言を試みることは極めて重要かつ時

宜を得た試みである｡タイに関する本書の紹介と論

評を試みるに先立って, ｢ASEAN等経済開発政策

現地研究｣ とい うタイムリーな ｢共同研究｣事業そ

のものを高 く評価 しておきたい｡

1)WarinWonghanchaoandYukiolkemoto

(ed.)･EconomicDevelopmentPolicyinThai-
land.･AHistoricalReview.Tokyo:Institute

ofDeveloplngEconomies,1988,304p.

評

『タイの経済政策- 歴史 ･現状 ･展望- 』は

7つの章 (執筆者は6人)より構成されており,戟

前期の経済政策 (第 1章, 池本幸生),戦後経済成

長の概観 (第 2章, 池本畢生),社会 ･経済開発計

画の概要 と政策選択 (第 3章,WiratWattanasiri･

than),タイの通商政策 (第 4章,SantiBangor),

タイにおける工業化政策 (第 5章,MingsarnSan･

tikarnKaosa･ard),タイの農業開発政策 (第 6章,

WarinWonghanchao),金融政策の課題 (第 7章,

SiriGanjarerndee) を主要な トピックとしてカバ

ーしている｡以下,結論的な論点に限定しながら各

章の内容を紹介しておこう｡

1855年の開国から第 2次世界大戦までを扱った第

1章によれば,この時期の経済政策を特徴づけるの

は,自由貿易主義 と保守性である｡前者は不平等条

約によって,後者はイギ リス人財政顧問によっても

たらされたが,両者とも開明的かつ古典派経済学の

信奉者であったモンクット王が自ら選択したとい う

側面をもつ｡経済政策の保守性,すなわち,経済開

発 よりも財政上 ･対外上の均衡を重視する態度は,

戦前に起源を持ち戦後にも受け継がれているとい う

指摘は大変興味深い｡中期景気循環の観点から戦後

経済成長を概観した第 2章では,タイの経済成長も

日本の場合 と同様,成長率がマイナスになるような

不景気はほとんどなく, ｢成長率が上昇した り下落

した りするのみで｣タイの ｢長期成長の過程は,比

較的高率かつ安定的であった｣とい う観察 (｢ ｣

は,中村隆英 『日本経済- その成長 と構造- 』

か らの引用)が印象的である｡

第 3章から最終第 7章に至る5つの章は,タイ戦

後期における開発計画,通商政策,工業化政策,農

業政策,金融政策について,その概要を整理し,問

額点を指摘し,対応する政策的提言を試みたもので

ある｡各章はそれぞれの分野で著名なタイ人専門家

(評者は5人の うち3人と面識がある)によって書

かれてお り,該当分野に関連する制度的 ･実務的情

報を豊富に含むと同時に,問題点の分析や政策提言

も熟読 ･熟考に値する内容であると思われる｡社会

･経済開発計画に関しては,成長中心の第 1次 ･2

次計画に対 し,第 3次計画か ら貧困と所得格差が重

大な国内問題 となったこと,所得分配の平等化は今

なお最優先の課題であること等が最も強調されてい
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る｡通商政策とそれが密接に関連する工業化政策に

ついては,輸入代替型から輸出指向型への移行,メ

イが NIC に転ずる可能性は工業部門の労働吸収力

にかかっていること等が基本的なポイントとして考

慮されている｡農業開発政策の議論は,第 6次計画

の最終年 (1991年)に対する展望結果をベースに展

開されてお り,多岐にわたる政策捷案の前提条件と

して, 国自体の機構改革の必要性が強調され て い

る｡最後に,タイ中央銀行スタッフによる金融政策

の課題と展望そして実務家的捷言から,タイ経済に

おける金融深化の急速な進展状況をまざまざと窺い

知ることができる｡

本書は, 6次にわたる社会 ･経済計画を軸に,メ

イ国経済政策の歴史的背景,戦後期の展開,現状と

変化の方向をバランスよく理解するのに適した好著

である｡しいて不満な点をあげるとすれば,財政政

栄,雇用 ･労働政策,地域政策など, 本 書 で ｢直

接｣取 り上げられていないがタイ経済政策の中で重

要な位置を占めると思われる政策分野に対する評価

と展望であろ う｡しかし,これらの分野は不完全な

がらも関連各章で部分的に言及されているし,重複

を避けながら該当章を追加することは必ずしも容易

なことではないであろ う｡本書は,転換期にあるタ

イ経済の問題点を理解し将来あるべき姿を考える上

で, 1つの基本的な出発点を与えていると評価して

おきたい｡なお,編者は,タイの経済政策の特徴と

して ｢安定指向｣を 1つの重要なポイントと考えて

いるように思われるが,この点については評者も全

く同感である｡評者もタイの経済発展を slow but

steady と考えている｡ただし, slow は東アジア

NICsと比較しての話である｡

(江崎光男 ･東南ア研)

喜 MelanieBeresford.Yf'etnamIPolitics,Eco-
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nomicsand Society.London:Pinter Pub･
lishers,1988,XXi+242p.
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Thisisoneofthebookswhichhavebeen

publishedinMarxistRegimesSerieswithBog･

danS2:ajkowskiasgeneraleditor.Thescholars

onSoutheastAsiamightfindthebooksonLaos
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andKampucheaalsointeresting.

Beresford'sbook on Vietnam glVeagood

introductiontothecountryforsocialscientists

interestedincontemporaryVietnam.Itconsists

offiveparts(historyandpoliticaltraditions;

thesocialsystem;thepoliticalsystem;the

economy;andtheregime'spolicies)andgives

theroughlysameweighttoeachoftheseparts

(thoughthepartonthesocialsystem issome-

whatshorter).In general,thebook iswell

written anddocumented.Forthosewhoare

interestedinfurtherreading,thereisabibliog-

raphyattheendofthevolume.Sincewritings

onVietnam arescatteredandmanyofthese

werewritteninrelationtoAmericaninvolve-

mentinVietnam,ithadbeendifRculttoget

a detached view ofcontemporary Vietnam

beforethisbookappeared.Beforeasimilarbook

appears,itwillserveastheintroductorytextto

contemporaryVietnam.

To write a good introductory book on a

countryisdi氏cult.First,theauthorhastobe

familiarwiththeliteratureandhastohave

necessary factualdata. For countries like

Vietnam on which information isscanty,to

obtainrelevantfactualinformationaloneisa

difBculttask.Butagoodintroductorytexthas

togobeyond that.Theauthorhastohave

eitheratheoreticalframeworkoracomparative

frameworktoprocesshisinformation.Other･

wise,thebook endsup asa factbook,and

failstoglVeinsighttothestructure,processes,

andproblemsofthecountry.

Ms.Beresfordmusthavebeenincontactwith

scholarsinterestedinother socialistreglmeS

orcommunistmovementsinothercountries,

forhereandthere,shethrowsincomparative

analyses.Butsomeofhercomparativeanalyses

areweak.Forexample,indiscusslngWhythe

communistmovementsucceededinVietnambut

failedinThailand (pp.209-210),Shebrushes

asidethefactthatThailandwasanindependent


